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8.9 取扱上の注意

８．警報について
（１）警報システムの設置について

（２）外部警報

（３）異常警報の説明
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8.9 取扱上の注意

２．高低圧圧力スイッチの設定
（１）高圧圧力スイッチ

高圧圧力スイッチは下記の設定値に調整していますので、絶対に変更しないでください。
（高圧ガス保安法による）

（２）低圧圧力スイッチ

●低圧切値（CUT OUT）はCUT IN（RANGE）ネジ及びDIFFネジを用途に応じ調整し、負圧運転を避けてくだ
さい。
低圧側の入値、切値は次のとおりです。

使　用　冷　媒
設　　定　　値

R22
2.55MPa以下

CUT OUT＝CUT IN（RANGE）－DIFF
（低圧切値） （低圧入値） （入切差）

8.9.12 運転時の調整と確認

（マイコンマルチ：

OCU-S2501MSF～OCU-S4001MSF）
１．始動前の確認
●誤配線、配線のゆるみがないか再確認してください。
●サービスバルブの弁は全て、ラチェットレンチで全開にして
ください。

●電源電圧は定格の±10％以内（通常200～210V）にあるか確認してください。
●オイルが適正レベルにあるか確認してください。
（オイルタンクのオイルレベルゲージ、コンプレッサのオイルレベルゲージによる。）
●絶縁抵抗が１ＭΩ以上あることを確認してください。

（１）クランクケースヒータへの通電
漏電しゃ断器をOFFした後の始動は、始動時のオイルフォーミング防止のためクランクケースヒータを６時間以上
通電後コンプレッサを運転してください。（ユニット本体側の運転スイッチOFF、漏電しゃ断器ONで６時間経過後、
運転スイッチONする。）
注）漏電しゃ断器をONにすると、クランクケースヒータへ通電され、加熱しますので直接手を触れないでください。

（２）逆相運転防止
スクロールコンプレッサは回転方向が一方向で運転されます。万一逆回転運転されますと故障につながりますので、
逆相防止機能を内蔵して防止しています。
電源投入時、マイコンコントローラにE-00の表示が出た場合は電源逆相ですので、一旦漏電しゃ断器をOFFし、電
源端子板の一次側の２線を入れ替えてください。電磁接触器を押しての運転は絶対にしないでください。

ユニット内（二次側）の赤・白・青の３相
の配線は絶対に変更しないでください。

注　意

シングル：OCU-NS600VF,S600VF →8-118ページへ
シングル：OCU-S402F～S1002F

→8-129ページへ
マルチ：OCU-S1302CF～S2002DF
シングル：OCU-S302F →8-145ページへ　
シングル：OCU-S803F～S1003F

→8-151ページへ
OCU-S400FS

）

）
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8.9 取扱上の注意

３．マイコンコントローラについて
（１）低圧圧力制御方法
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8.9 取扱上の注意
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8.9 取扱上の注意

（２）設定、確認
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8.9 取扱上の注意
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8.9 取扱上の注意

（３）表示
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8.9 取扱上の注意

（４）オイルバック停止制御

（５）霜取制御

（６）保護
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8.9 取扱上の注意

（７）低圧圧力信号の取り出し

（８）制御機能優先順位

４．凝縮圧力コントローラについて
コントロールについては、8-125と同じですので8-125を参照してください。
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8.9 取扱上の注意

５．運転時の調整
（１）ショートサイクル運転の防止
8-138ページと同じですので8-138ページを参照してください。

（２）コンデンシングユニットの運転状態の確認
8-138ページと同じですので8-138ページを参照してください。

６．油面管理方法
オイル追加・交換・油面管理方法
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8.9 取扱上の注意

７．保護装置の動作表示

（１）マルチコントローラ表示パネルの説明

本ユニットはコンプレッサの運転状態を“マルチコントローラ表示パネル”にて確認できるようになっています。
ユニットに何らかの異常が発生した場合は、マイコンコントローラの警報ランプ（赤色）が点灯し、異常原因を示
す赤色ランプが点灯します。
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8.9 取扱上の注意

８．警報について
（１）警報システムの設置について

（２）外部警報

（３）異常警報の説明
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8.9 取扱上の注意

９．ＳＭ４基板の説明
（１）機能
１．コンプレッサの給油用電磁弁の制御
２．コンプレッサ異常時（高圧、電流、吐出センサ、吐出温度、油面）の保護停止と異常項目の表示、警報の出力

（２）表示パネルの説明（３６、４０ＨＰの例）

（３）出力リレーの動作説明
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8.9 取扱上の注意

8.9.13．ユニットを上手にお使いいただくために
経済的にご使用になるために

（１）R22機種の場合
コンデンシングユニットを経済的にお使いいただくために、次のことがらを参考にしてください。
冷凍能力は使い方により大きく増減します。
蒸発温度が１℃（蒸発温度・換算）低下すると冷凍能力は４～５％程度低下し、凝縮圧力が５℃上昇すると、冷凍
能力は７～10％程低下し、電力消費量も増大します。
コンデンシングユニットの性能を充分発揮させるためには、コンプレッサの吸入圧力をなるべく高くし、吐出圧力
をより低くすることが大切です。そのためには
①配管抵抗をできるだけ小さくしてください。

参考：吸入管の圧力損失１℃当りの能力変化率。参考：吐出管の圧力損失１℃当りの能力変化率。

②充分な容量のエバポレータを選定し、蒸発温度をより高くしてください。
③冷蔵（冷凍）庫または、ショーケース内の吹出口、吸込口を食品等でふさがないでください。
④冷蔵（冷凍）庫の扉の開閉はすばやく行なってください。（冷気の流出を防ぐため、開けている時間を短くしてく
ださい）

⑤コンデンサの清掃を定期的に行い、目詰まりを起こさないようにしてください。
参考：コンデンサの吸込空気温度１℃当りの能力変化率

蒸発温度(℃) 1℃当りの能力変化率

－5～－20 4.0％

－20以下 5.0％

蒸発温度(℃) 1℃当りの能力変化率

－5～－20 1.6％

－20以下 2.0％

蒸発温度(℃) 1℃当りの能力変化率

－5～－20 1.6％

－20以下 2.0％
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8.9 取扱上の注意

8.9.14 保守点検

１．交換部品と交換の目安
コンデンシングユニットの主な点検・交換部品と点検・交換の目安は次のとおりです。点検にて異常が見られたら
早めに交換してください。尚、点検・交換に際しての技術的な詳細事項は当社発行の［保守管理マニアル］［技術マ
ニアル］等を参照願います。
点検・交換時期の目安は、運転率や運転状態・周囲環境および各部品等により異なるので特定できませんが、特に
注意すべき時期は（１）試運転（２）定期点検時（３）システム補修時などの時に十分な点検実施をお願い致しま
す。

8.9.15 故障時の処置

１．故障した場合の処置
万一何らかの原因によりコンデンシングユニットおよび冷媒回路部品が故障した場合は、電源をOFFにして修理して
ください。なお故障再発防止のため、次の点にご注意してください。
（１）同じ故障を繰り返さないよう故障診断を確実に行い、故障箇所と原因を必ずつきとめてから修理してください。
（２）配管修理を行う場合、溶接部は必ず冷媒を出し、窒素ガスを通しながら溶接をしてください。
（３）コンプレッサやコンデンサなどの主要部品の交換や冷媒やオイルの交換時は、必ずフィルタドライヤも交換して

ください。尚、コンプレッサモータ焼け等で冷媒配管内の汚れがひどい場合は、冷媒回路内に残留する冷凍機油
を除去するため窒素ブローしてください。（このときには膨張弁を取り外して行ってください）

（４）コンデンシングユニットの修理・交換・廃棄等を行う場合は、必ず冷媒回収してください。
（５）部品故障は、ユニット全体の交換はやめ、不良部品のみ交換してください。
（６）故障部品は、必ず部品に記載されている型式と同じものを交換してください。不明の場合は弊社発行サービスパ

ーツリストに従ってください。ヒューズ交換時は必ず当社指定の硅砂入りヒューズを使用してください。（市販品
は溶断時破裂する恐れがあります）

（７）漏電事故防止のため、点検・サービス時にはずした部品、（カバー、電気部品等）は必ず元どおりに取りつけて
ください。

（８）クランクケースヒータの空だき防止
コンプレッサの交換時などに、コンプレッサからクランクケースヒータを取りはずしたままクランクケースヒー
タに通電しないよう、必ず電源をOFFしてください。（火災防止）

（９）コンプレッサ交換を行なった場合はコンプレッサのU、V、Wの端子とリード線は必ず元通り結線してください。
（U－赤、V－白、W－青）

保守点検は専門業者にご依頼ください。

故障等、不具合が生じた場合、修理は専門業者にご依頼ください。

点検項目・交換部品 点　検　内　容　・　交　換　の　目　安
（１）冷却温度に合った圧力状態であること。
（２）圧力スイッチ、圧力制御機器の作動状態点検
（３）各部の温度状態が正常のこと
（４）据え付け状態に異常がないこと　
（１）金属粉、異物混入のないこと
（２）オイル変色（うす茶色）…ASTM4以上の時は交換
（３）全酸価0.05mgKOH/g以上の時は交換
異常音・異常振動等の発生のないこと

ストレーナつまり、変形…異常低圧、入口出口温度差大(差は0.5℃)の時は交換

ストレーナつまり、変形、入口出口温度差大(差は0.5℃)の時は交換

コンデンサフィンが目づまりを起こしてないか……定期的清掃
ファンの回転状態に異常はないか
（１）モイスチャインジケータの色素…黄色（WET）の場合は交換
（２）フィルタドライヤのつまり…フィルタドライヤ入口出口温度差大（差は

0.5℃）の時は交換

冷媒漏れ、オイル漏れ、変形、異常振動、断熱材劣化等がないこと
接点消耗、変形、溶着、チャタリングの時は交換
異常音、回転が重い、オイルにじみ等の時は交換
作動不良、チャタリング等による制御不良の時は交換
変色、絶縁劣化していないか
汚れに応じて定期的（３～６ケ月）に清掃してください。

システム全体
（各部の温度）

オイル

異常音・異常振動

吸入配管

リキッドインジ
ェクション管

フィンの目づまり
ファンの回転

フィルタドライヤ

ストレーナ

その他の配管部
マグネットスイッチ、圧力スイッチ
ファンモータ
保護装置・制御部品の作動
端子・配管等
電装箱エアフィルタ

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
コ
ン
デ
ン
サ

配
管
部
品

電
気
部
品
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8.9 取扱上の注意

（10）補修後は必ず試運転時と同様、運転状態の確認を行ってください。
特に、故障が再発する可能性がないかどうか再確認してください。

（11）インバータコントローラ（（ユニット制御基板）が故障した場合［応急処置］
操作端子板12－13間を短絡し、低圧圧力スイッチを調整してコンプレッサを運転させます。
保護装置はコンプレッサモータ保護サーモと低圧圧力スイッチのみとなりますので、ご注意ください。

（12）マイコンコントローラが故障した場合（応急処置）
コントローラ操作部のスイッチSW3を“強制”にセットします。コントローラは３～４台のコンプレッサを強
制運転させますので、低圧圧力スイッチを調整してコンプレッサを運転制御させてください。

（13）マイコンコントローラの修理は、原則として部品単位、基板単位で行います。
（14）漏電事故防止のため、点灯・サービス時にはずした部品（カバー、電気部品等）は必ず元どおりに取付けてく

ださい。
（15）圧力SWは必ずサービスパーツリスト指定のものを使用してください。（接点が電子回路対応になっています）

指定以外のものでは接触不良等の不具合を生じます。

次の症状のときは下記に従ってください。
①電源を投入しても、コントローラのデジタル表示（LED）をしない。（電源をOFFして下記を行ってください）

②その他故障原因が不明な場合は、故障の症状と機種名、製造Noなどを調査の上、サービス窓口までご連絡く
ださい。

8.9.16 故障診断
１．インバータユニット

（OCU-NS600VF,OCU-S600VF）
（１）故障履歴のクリア方法

OCU-S302F～S1002Fの故障診断 →8-180ページへ
OCU-S400FS

の故障診断→8-186ページへ
OCU-S803F～S1003F
OCU-S1302CF～S2002DFの故障診断→8-190ページへ
OCU-S2501MSF～S4001MSFの故障診断→8-195ページへ

）
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8.9 取扱上の注意

（２）吐出温度異常時の故障診断
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8.9 取扱上の注意

（３）インバータ部の故障診断

点検、交換時、必ず高電圧危険表示灯（赤色）が消灯してから行ってください

(a)
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8.9 取扱上の注意

(b)
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8.9 取扱上の注意

注　意

（４）センサの故障
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8.9 取扱上の注意

（５）ファンモータコントローラ及びファンモータの故障診断

（a）漏電しゃ断器がOFFする場合
①電源部及びファンモータコントローラ（以下、ファンコントローラ又はコントローラ）のU、V、Wの各端子とア

ース（G端子）間の絶縁抵抗確認
……１MΩ以下の時はファンコントローラあるいはファンモータ不良

②ファンコントローラのU、V、Wよりモータリード線（赤・白・黒）を外し、このリード線とアース間の絶縁抵抗
確認
……１MΩ以下の時はモータ絶縁不良

③②の状態でモータリード線間のコイル抵抗を測定する。
KFC6-63CP：常温で65～80Ωが正常

・OCU-S402F(SL)～OCU-S1002F(SL)
・OCU-S803F(SL)～OCU-S1003F(SL)
・OCU-NS600VF(SL)
・OCU-S600VF(SL)

SFC6-61D3P：常温で40～46Ωが正常
・OCU-S400FS(SL)

KFC6-53GP：常温で105～120Ωが正常
・OCU-S302F(SL)

EE0Q-0TV-P2：常温で35～45Ωが正常
・OCU-S1302CF(SL)～OCU-S2002DF(SL)

この値より小さいとレアーショート、大きいと断線または保護サーモ不良等が考えられる。
（抵抗測定時ファンは静止させること、回っていると値はふらつきます）

（b）その他回転ムラ、停止のまま、うなり音などの場合は以下のチェックをしてください。
（注）ファンコントロール中に周期的にコンコン音がする場合がありますが、異常ではありません。
①電源電圧
コントローラの端子（一次側：R、S、T）に180から220Vが印加されているか確認
…この時LED（緑）が点灯するか確認。点灯しない場合は電源OFF/ONにしてください。
これでも点灯しない時はコントローラ不良です。
②全速－自動切換スイッチSW４を全速にセットする。
モータが全速で正常に運転すればコントローラかセンサ不良が考えられます。
③センサ不良
凝縮・外気温センサが、しっかりコネクタに差し込まれているか？
…センサ不良の場合は温度に関係なく全速運転をします。接触不良の場合回転ムラの原因になります。
（凝縮・外気温センサ共：センサ抵抗１℃から37℃で15kΩから３kΩなら正常です）

④センサ固定
凝縮温度センサが、しっかり固定し断熱されていることを確認する。
⑤モータ通電状態で、モータが滑らかに回らず異常音がする。
…モータのベアリング不良です。
⑥コントローラの２次側の電流がアンバランス、あるいは二相しか流れていない。（モータ始動しない）
２次側の電圧が各相とも同じ値であれば、モータ内蔵の保護サーモ作動あるいは断線、もしくは巻線不良です。
⑦コントローラの２次側の電圧・電流は一定値に安定しませんが、異常ではありません。
（早いスピードでつねにON/OFFして回転数を制御しているため）

（c）コントローラ故障時の応急措置
全速－自動切換スイッチを“全速”側にセットする。
ファンモータは全速運転しますので、異常高圧となるのを応急的に防止できます。
上記処置で運転不能の場合はモータが正常であることを確認してからU、V、W（モータ側）リード線をR、S、T
（一次側）の電源線と直接接続してください。（ファンコントローラのトライアック不良のため、全速とならない状
態です。）
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8.9 取扱上の注意

２．シングルユニット
（OCU-S＊＊2F：OCU-S302F～S1002F）
（１）吐出温度異常時の故障診断

（OCU-S302Fの場合）

OCU-NS600VF,S600VFの故障診断→8-174ページへ
OCU-S400FS

の故障診断 →8-186ページへ
OCU-S803F～S1003F
OCU-S1302CF～S2002DFの故障診断→8-190ページへ
OCU-S2501MSF～S4001MSFの故障診断→8-195ページへ

）

＊A吐出ガス過熱度
〈〉内は測定例

＊B配管導通チェック

１．ポンプダウン（正圧）後、コンプレッサの吸入・吐出

サービスバルブを閉じる。

２．インジェクションサービス用弁を閉じる。

３．上記サービス用弁フレアナット・コンプレッサイン

ジェクションポートフレアナットを外す。

４．サーモバルブ感温筒を外す。

５．電磁弁（21L）電圧印加

６．サーモバルブ感温筒をドライヤ等で過熱（100℃以下）

＊正常時過熱とともに窒素流量が増加する。
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8.9 取扱上の注意

（OCU-S402Fの場合）

＊A吐出ガス過熱度
〈〉内は測定例

＊B配管導通チェック

１．ポンプダウン（正圧）後、コンプレッサの吸入・吐出

サービスバルブを閉じる。

２．インジェクションサービス用弁を閉じる。

３．上記サービス用弁フレアナット・コンプレッサイン

ジェクションポートフレアナットを外す。

４．サーモバルブ感温筒を外す。

５．電磁弁（21L）電圧印加

６．サーモバルブ感温筒をドライヤ等で過熱（100℃以下）

＊正常時過熱とともに窒素流量が増加する。
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8.9 取扱上の注意

（OCU-S502F～S1002Fの場合）

リキッドインジェクション量の不足などにより吐出温度が異常上昇するとコンプレッサ圧縮部保護のためコンプレッ
サを停止させると同時に吐出温度異常警報を発報します。
この場合、以下の順序で不具合箇所の調査を行い、適切な処置を施してください。

〈リキッドインジェクション状態確認方法〉

冷凍サイクル運転状態確認
□１．フラッシュガスが発生していないか。
□２．吸入ガス温度が過熱していないか。
□３．低圧が－0.02MPa以下になっていないか。

コンプレッサ運転状態確認
□１．運転音は正常か。（異常なときは、金属音が高くなる。）
□２．運転電流値は正常か。
□３．冷却負荷の冷えは問題ないか。
□４．オイルの汚れはないか、オイル中に金属粉は見えないか。
□５．その他の異常はないか。

リキッドインジェクション状態確認
確認方法は、左記にしたがってください。

リキッドインジェクション制御部品チェック
□１．電磁弁コイル動作確認
（コンプレッサ運転後、21L1が動作するか、そ
の後センサーオープン時、21L2に切換えるか）

□２．サービス用弁開状態

インジェクション配管導通チェック（＊A）

＊A配管導通チェック

１．ポンプダウン（正圧）後、コンプレッサの吸入・吐

出サービスバルブを閉じる。

２．インジェクションサービス用弁を閉じる。

３．上記サービス用弁フレアナット・コンプレッサイン

ジェクションポートフレアナットを外す。

４．電磁弁（21L2）電圧印加

５．サービス用弁側から窒素加圧

＊正常時キャピを通じ、導通あり。

６．電磁弁（21L1）電圧印加

７．サービス用弁側から窒素加圧

＊正常時キャピを通じ、少量の導通あり。
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8.9 取扱上の注意

（２）リキッドインジェクションコントローラの故障診断

(b)現象：LED5（温度異常）が点灯し、コンプレッサが停止する。
●コンプレッサヘッド温度が低い（50℃以下）のに、コンプレッサが運転しない場合

●コンプレッサがLED5の点灯、消灯に連動してON-OFFする場合

（３）リキッドインジェクションコントローラの故障時の応急処置方法
以下に故障項目別の応急方法を示します。以下の処置をするとコンプレッサは運転継続しますが、吐出温度異常
時でもコンプレッサは保護されませんので、ご注意願います。

①処置不要です。ただしインジェクション量は“大”固定となります。
②LIC基板上のコネクタ2Pを抜いてください。インジェクション量は“大”固定となります。
③LIC基板上のファストン端子TB7（紫）とTB8（紫）を抜き、各々絶縁処理をしてください。（抜かないと外部警
報出力がONのままとなります）インジェクション量は“大”固定となります。
④上記③と同じ処置をしてください。ただし、その処置をしてもコンプレッサが運転しなかったり、インジェクシ
ョン量が“大”とならない場合は、さらに以下の処置をしてください。
TB4（黄）、TB5（桃）、TB6（黒）を抜き、冷凍機端子板の空き端子を使用するか、または突き合せコネクタ等
を利用して、互いに接続してください。

基板のLEDを含めLIC基板の故障であり、
基板交換

温度センサ交換

センサ抵抗値
正常か

YES

NO

冷媒チャージ

フラッシュ
ガス有

YES

NO リキッドインジェクション回路以外に不
具合がありますので、冷凍サイクルをチ
ェックしてください。
（例．戻りガス温度が異常に高い、空冷コ
ンデンサ目づまり、ガス欠、その他）

電磁弁交換 キャピラリ交換

電磁弁21L1、
21L2は正常か

インジェクション
用キャピラリチュ
ーブは正常か

NO

YES YES

NO

《アウトドア、インドア５HP～10HPの場合》
(a)現象：リキッドインジェクション量が常時“大”となっている。
●LED1（電源表示）が消灯している場合

基板のLEDを含めLIC基板の故障であり基板交換
●LED４（センサオープン表示）が点灯している場合

※コンプレッサヘッド温度が20～100℃のときセンサの抵抗値が
３～100kΩならセンサは正常です。断線時1000kΩ以上

基板のLEDを含めLIC基板の故障であり、
基板交換

コネクタ2Pを基板に差
し込む

温度センサ交換

基板上のコネクタ２P
がはずれていないか

※
コネクタ２Pをはずしセンサの
導通があるか（テスターにて）

YES

NO YES

NO

温度（℃）
抵抗値（KΩ）

〈センサ温度と抵抗値の関係〉
20
70

40
30

60
14

80
7

100
3.8

120
2.1

部品名

温度センサ

LIC基板

故障内容

オープン
ショート

基板上のトランス温度ヒューズ切れ
その他

対処項目

①
②
③
④

黄

桃 ◎

黒
空き端子

黄

桃 ●

黒
空き合せ
コネクタ

または
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8.9 取扱上の注意

（４）ファンモータコントローラ及ファンモータの故障診断
インバータユニットのファンモータコントローラ及ファンモータの故障診断
（8-179ページ）を参照してください。

（５）デジタル圧力スイッチの故障診断
（SPK-ECP210）
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8.9 取扱上の注意

（SPK-ECP120）
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8.9 取扱上の注意

３．シングルユニット
（OCU-S400FS,OCU-S＊＊3F：OCU-S803F,S1003F）

（１）故障履歴のクリア方法

（２）温度センサ取付方法

OCU-NS600VF,S600VFの故障診断 →8-174ページへ

OCU-S302F～S1002Fの故障診断 →8-180ページへ

OCU-S1302CF～S2002DFの故障診断→8-190ページへ

OCU-S2501MSF～S4001MSFの故障診断→8-195ページへ
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8.9 取扱上の注意

（３）吐出温度異常時の故障診断

＊A吐出ガス過熱度
〈〉内は測定例

＊B配管導通チェック

１．ポンプダウン（正圧）後、コンプレッサの吸入・吐出

サービスバルブを閉じる。

２．インジェクションサービス用弁を閉じる。

３．上記サービス用弁フレアナット・コンプレッサイン

ジェクションポートフレアナットを外す。

４．サーモバルブ感温筒を外す。

５．電磁弁（21L）電圧印加

６．サーモバルブ感温筒をドライヤ等で過熱（100℃以下）

＊正常時過熱とともに窒素流量が増加する。
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8.9 取扱上の注意

（４）コントローラの故障診断

(a)

(b)

(c)

注　意
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8.9 取扱上の注意

（５）コントローラの故障診断

（６）ファンモータコントローラ及びファンモータの故障診断
インバータユニットの故障診断（8-179ページ）を参照してください。
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8.9 取扱上の注意

４．マルチユニット
（OCU-S1302CF～S2002DF）
（１）吐出温度異常時の故障診断

吐出パイプに取付けたインジェクションバルブ（サーモバルブ）
の感温筒により吐出ガス温度（吐出パイプ表面）と凝縮温度の
関係（過熱度）が一定になるように、サーモバルブの開度をリニアに制御し、インジェクション量をコントロールし
ます。
リキッドインジェクション量の不足などにより吐出温度が異常上昇するとコンプレッサ圧縮部保護のためコンプレッ
サを停止させると同時に吐出温度異常警報を発報します。
この場合、以下の順序で不具合箇所の調査を行い、適切な処置を施してください。

〈リキッドインジェクション状態確認方法〉

冷凍サイクル運転状態確認
□１．フラッシュガス発生がないか。
□２．吸入ガス温度が過熱していないか。
□３．低圧が－0.02MPa以下になっていないか。

コンプレッサ運転状態確認
□１．運転音は正常か。（異常なときは、金属音が高くなる。）
□２．運転電流値は正常か。
□３．冷却負荷の冷えは問題ないか。
□４．オイルの汚れはないか。オイル中に金属粉は見えないか。
□５．その他の異常はないか。
＊各異常停止スイッチ（電装ボックス）を切り換えて、他のコンプレッサと比較してください。

リキッドインジェクション状態確認
確認方法は、左記にしたがってください。

サーモバルブバイパスキャピ
つまりチェック（＊B）

リキッドインジェクション制御部品チェック
□１．電磁弁（21L）コイル動作
□２．サーモバルブ感温筒取り付け状態
□３．サービス用弁開状態

吐出ガス過熱度測定（＊A）

過熱度異常 45℃以上の場合

過熱度正常
40±５℃

インジェクション配管導通チェック（＊B）

＊A吐出ガス過熱度
〈〉内は測定例

＊B配管導通チェック

１．ポンプダウン（正圧）後、コンプレッサの吸入・吐出

サービスバルブを閉じる。

２．インジェクションサービス用弁を閉じる。

３．上記サービス用弁フレアナット・コンプレッサイン

ジェクションポートフレアナットを外す。

４．サーモバルブ感温筒を外す。

５．電磁弁（21L）電圧印加

６．サービス用弁側から窒素加圧（0.6～0.7MPa程度）

＊正常時バイパスキャピを通じ、少量の導通あり。

７．サーモバルブ感温筒をドライヤ等で過熱（100℃以下）

＊正常時過熱とともに窒素流量が増加する。

OCU-NS600VF,S600VFの故障診断→8-174ページへ
OCU-S302F～S1002Fの故障診断 →8-180ページへ
OCU-S400FS

の故障診断 →8-186ページへ
OCU-S803F～S1003F
OCU-S2501MSF～S4001MSFの故障診断→8-195ページへ

）
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8.9 取扱上の注意

（２）油面異常時の処理

〈オイル制御系統確認方法〉

以下の確認は、該当異常停止スイッチをOFF後に行ってください。

油面異常 オイルタンク内オイル量（図参照）

オイルタンク内オイルが一時的に
減少することがあるか

オイル制御系統確認

SM２基板チェック（8-193ページの(7)参照） SM２基板交換

フロートスイッチ交換

フロートスイッチ動作確認（B）

コイル交換・断線修理

不具合箇所補修

オイルチャージ(8-140ページ参照)

冷凍サイクル運転状態確認
□１．オイル戻りは常時良好か。
□２．液バックなどがないか。
□３．その他

コンプレッサ内残留オイル量調査（A）

適正

不足

ある

ない

良

否

良

否十分

否

良

1.5L未満

電磁弁（21Y）動作確認（C）

配管導通確認（D）

確　認　項　目 確　　認　　方　　法

コンプレッサ内オイル残留量調査（A）

フロートスイッチ動作確認（B）

電磁弁動作確認（C）

配管導通確認（D）

コンプレッサ正面下部のオイルサービス口（チェック弁付き）より圧力差を利用してオイルを抜
き、計量する。

コンプレッサからフロートスイッチを外し、内部オイルを抜いたあと以下の確認をする。
１．天地逆にしてフロートスイッチ内部のフロートが動くことを確認する。

警報リセット（SM２基板の電源リセット）後
２．正位置のときSM２基板上LED“油面異常警報”点滅、“給油中”点灯
３．天地逆のとき　　　　　　　〃　　　　　 消灯、 〃　　消灯

電源200V印加してコイル動作確認する。

１．漏電しゃ断器OFF後、オイルサービス用弁を閉じる。
２．サービス用弁のフレアナット部から窒素加圧する。
３．該当電磁弁（21Y）に200Vを印加し、コンプレッサフレア接続部で導通を確認する。

導通があれば、正常、次の確認をする。
４．オイルサービス用弁をゆっくり開けオイルが出ることを確認する。

コンプレッサ内の油面が警報レベルまで低下し、その状態が15分継続すると、コンプレッサを停止させると同時に油
面異常警報を発報します。（外部警報は出ません。）
この場合、以下の順序で不具合箇所を調査し、適切な処理を施してください。
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8.9 取扱上の注意

（３）．SM２基板の故障診断

SM2基板のコネクタ及びアンプタブ端子が外れていないか確認してください。

（a）現象：警報出力OFFなのにコンプレッサ運転しない

（b）現象：警報出力ON、コンプ停止し、高圧LED点灯
高圧が1.86MPa以下を確認してリセットする。

（c）現象：警報出力ON、コンプ停止し、電流のLEDが点灯

（d）現象：警報出力ON、コンプ停止、吐出センサLED点灯

※コンプレッサヘッドの温度が20～100℃のとき
センサの抵抗値が３～100kΩ

SM2基板はチェック終了後必ずスイッチSW１を制御中に切替えてください。チェックの位置ではコンプレッサ
が運転せず吐出センサのLEDが点灯し、警報出力ONとなります。

低圧スイッチの動作、インターナルサーモの動作等

基板不良

※表１は次ページに記載

※表２は次ページに記載

※表２は次ページに記載

基板電源の
LED点灯あり

SW１をチェックに
切替えると、表１の
とおり動作する

端子板2-19間に200V
印加されているか

YES

YES

NO YES

NO

トランス不良

基板不良

コネクタ４P１に
て下図のとおり

NO

YES

基板不良

コネクタを含めた配線の
接触不良

高圧スイッチ
動作の原因を
調べる

圧力
スイッチ
不良

リセット
できる

圧力スイッチの端子
３－６間で導通あり

SW１をチェックに切替
え表2のとおり動作する

YES

YES

NO NO

YES

NO

基板不良

コネクタを含めた配線の
接触不良

サーマルリレー
動作の原因を調
べる

サーマルリレー不良

リセット
できる

サーマルリレーの端子
95－96間で導通あり

SW１をチェックに切替
え表2のとおり動作する

YES

YES

NO NO

YES

NO

吐出温度センサ不良

SM2基板のスイッチ
SW1がチェック側
になっていないか。
いないなら表2のチ
ェックを行う

コネクタをはずしセ
ンサの抵抗が下記
※の値を示す

YES

NO

〔トランス出力チェック方法〕
１．茶線２本間は約９V
２．赤線２本間は約19V

（電源が200V時）
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8.9 取扱上の注意

（e）現象：警報出力ON、コンプ停止、吐出温度のLED点滅または点灯
コンプヘッド温度が70℃以下を確認してリセットする。

（f）現象：警報出力ON、コンプ停止、吐出温度のLED点滅
過去に吐出温度が130℃を越えてコンプ停止したことを示しています。
吐出温度が130℃を越える原因（冷媒不足等）を調査願います。

（g）現象：コンプ停止、油面のLED点灯
油面が警報レベル以下まで低下したことを示しています。油不足の原因調査後、オイルを追加しリセットする。

［表１］
作 業 手 順
１．漏電しゃ断器OFF後、基板端子板TB５～12に接続されている
端子をはずし、端子の絶縁処理をする。

２．倍速のコネクタ２P３を短絡し、SW１をチェックに切替える。
３．漏電しゃ断器をONにする。
４．チェック終了後SW１を制御中に切替える。

［表２］
作 業 手 順
１．表１の１と同じ。
２．SW１をチェックに切替える。
３．漏電しゃ断器をONにする。
４．チェック終了後SW１を制御中

に切替える。

［表３］
作 業 手 順
１．表１の１と同じ。
２．SW１をチェックに切替える。
３．漏電しゃ断器をONにする。
４．チェック終了後SW１を制御中
に切替える。

基板不良

センサ不良（ショート） 低圧スイッチ動作
インターナルサーモの動作等

吐出温度が130℃を
越える原因の調査
（冷媒不足等）

リセットできる コンプ運転せず
即吐出温度のLED点滅する

SW1をチェックに切替え、
表３のとおり動作する

YES

NO NO

YES YES

NO

低圧スイッチの動作、インターナルサーモの動作等

オイルレベルスイッチ、油面
制御用電磁弁等調査

油不足の原因確認

リセットできる コンプ運転せず
即油面のLED点灯する

YES

NO NO

YES

基板不良SW１をチェックに切替
え、表4の通り動作する

NO

YES

赤のLED

全て点滅

リレーXC～XFの接点

２秒間間隔でON－OFF

コネクタ＊1

端子間
開放
短絡

点灯
消灯

点灯
点灯

OFF
ON

XE
OFF
OFF

XF
ON
ON

高圧または電流
の当該NoのLED

吐出センサ＊4

のLED
リレーの接点

XC, XD＊2

コネクタ端子間
（２P１～２）

開放
短絡

消灯
点灯

点灯
点灯

ON
OFF

XE
OFF
OFF

XF
ON
ON

吐出温度の当該
NoのLED

吐出センサ＊4

のLED
リレーの接点

XC, XD＊2

※オイルレベルスイッチのチェック方法
コネクタでのテスタリード接触方法は上記(d)
項と同じ

オイル量

接点間

白－黒
赤－黒

ON
OFF

OFF
OFF

OFF
ON

十分
有り

少し
減少 無し
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8.9 取扱上の注意

※１　高圧異常：４P２
電流異常：４P３

※２　No.１コンプ：XC
２　〃　：XD

※３　No.１コンプ：XA
２　〃　：XB

※４　スイッチSW1がチェック
になっていることを示す
ために点灯しています。

コネクタ端子の２と３間
（３P１～２）

開放
短絡

消灯
点灯

点灯
点灯

ON
OFF

XE
OFF
OFF

XF
ON
ON

油面の当該
NOのLED

吐出センサ＊4

のLED
リレーの接点

XC, XD＊2

［表４］
作 業 手 順
１．漏電しゃ断器OFF後、端子板TB１～12に
接続されている端子をはずし、端子の絶縁
処理をする。

２．SW１をチェックに切替える。
３．漏電しゃ断器をONにする。
４．チェック終了後SW１を制御中に切替える。

コネクタ端子の１と２間
（３P１～２）

開放
短絡

点灯
消灯

ON
OFF

給油中の当該
NoのLED

リレーの接点
XA, XB＊3

（４）ファンモータコントローラ及びファンモータの故障診断
インバータユニットの故障診断（8-179ページ）を参照してください。

（５）デジタル圧力スイッチの故障診断
8-185ページと同じですので、8-185ページを参照してください。
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8.9 取扱上の注意

５．マルチユニット
（OCU-S2501MSF～S4001MSF）
（１）吐出温度異常時の故障診断

13～20HP用（8-190ページ）と同じですので、8-190
ページを参照してください。

（２）油面異常時の診断

〈オイル制御系統確認方法〉

以下の確認は、該当異常停止スイッチをOFFして行ってください。

油面異常 オイルタンク内オイル量（図参照）

オイルタンク内オイルが一時的に
減少することがあるか

オイル制御系統確認

SM4基板チェック（8-197ページの(7)参照） SM4基板交換

フロートスイッチ交換

フロートスイッチ動作確認（B）

コイル交換・断線修理

不具合箇所補修

オイルチャージ(8-168ページ参照)

冷凍サイクル運転状態確認
□１．オイル戻りは常時良好か。
□２．液バックなどがないか。
□３．その他

コンプレッサ内残留オイル量調査（A）

適正

不足

ある

ない

良

否

良

否1.5L以上

否

良

1.5L未満

電磁弁（21Y）動作確認（C）

配管導通確認（D）

確　認　項　目 確　　認　　方　　法

コンプレッサ内オイル残留量測定（A）

フロートスイッチ動作確認（B）

電磁弁動作確認（C）

配管導通確認（D）

コンプレッサ正面下部のオイルサービス口（チェック弁付き）より圧力差を利用してオイルを抜
き、計量する。

コンプレッサからフロートスイッチを外し、内部オイルを抜いたあと以下の確認をする。
１．天地逆にしてフロートスイッチ内部のフロートが動くことを確認する。
警報リセット（SM4基板の電源リセット）後
２．正位置のときSM4基板上LED“油面異常警報”点滅、“給油中”点灯
３．天地逆のとき　　　　　　　〃　　　　　 消灯、 〃　　消灯

電源200V印加してコイル動作確認する。

１．漏電しゃ断器OFF後、オイルサービス用弁を閉じる。
２．サービス用弁のフレアナット部から窒素加圧する。
３．該当電磁弁（21Y）に200Vを印加し、コンプレッサフレア接続部で導通を確認する。

導通があれば、正常、次の確認をする。
４．オイルサービス用弁をゆっくり開けオイルが出ることを確認する。

コンプレッサ内の油面が警報レベルまで低下し、その状態が15分継続すると、コンプレッサを停止させると同時に油
面異常ランプを点灯させます。（外部警報は出ません。）
この場合、以下の順序で不具合箇所を調査し、適切な処理を施してください。

OCU-NS600VF,S600VFの故障診断→8-174ページへ
OCU-S302F～S1002Fの故障診断 →8-180ページへ
OCU-S400FS

の故障診断→8-186ページへ
OCU-S803F～S1003F
OCU-S1302CF～S2002DFの故障診断→8-190ページへ

）
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8.9 取扱上の注意

SM4基板のコネクタ及びアンプタブ端子が外れていないか確認してください。

（a）現象：警報出力OFFなのにコンプレッサ運転しない

（b）現象：警報出力ON、コンプ停止し、高圧LED点灯している。
高圧が1.86MPa以下を確認して
リセットする

SM4基板は、チェック終了後必ずスイッチSW１を制御中に切替えてください。チェック位置ではコンプレッ
サが運転せず吐出センサのLEDが点灯し、警報出力ONとなります。

トランス不良

基板不良

＊表1は8-198に記載

＊表2は8-198に記載

＊表2は8-198に記載

（8-174参照）

基板不良

マイコンコントローラの出力OFF、
低圧スイッチの動作、インターナルサーモの動作等

基板電源の
LED点灯あり

SW1をチェックに
切替えると、表１
のとおり動作する

端子板2－10間に
200V印加されて
いるか

コネクタ４P１に
て下図のとおり

YES

NO YES

YES

YES

NO

NO

［トランス出力チェック方法］
１．茶線２本間は約9V
２．赤線２本間は約19V

（電源が200V時）

基板不良

コネクタを含めた配
線の接触不良

リセット
できる

SW１をチェック
に切替え表２のと
おり動作する

YES

NO NO

高圧スイッ
チ動作の原
因を調べる

圧力
スイッチ
不良

圧力スイッチの端
子３－６間で導通
あり

YES

YES

NO

（３）コンプレッサ保護回路の故障診断

（c）現象：警報出力ON、コンプ停止し、電流のLEDが点灯

基板不良

コネクタを含めた配
線の接触不良

リセット
できる

SW１をチェック
に切替え表２のと
おり動作する

YES

NO NO

サーマルリ
レー動作の
原因を調べ
る

サーマルリレー不良
サーマルリレーの
端子95－96間で
導通あり

YES

YES

NO
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8.9 取扱上の注意

（d）現象：警報出力ON、コンプ停止、吐出センサLED点灯

（e）現象：警報出力ON、コンプ停止、吐出温度のLED点滅または点灯
コンプヘッド温度が70℃以下を確認してリセットする。

（f）現象：警報出力ON、コンプ運転、吐出温度のLED点滅
過去に吐出温度が130℃を越えてコンプ停止したことを示しています。
吐出温度が130℃を越える原因（冷媒不足等）を調査願います。

（g）現象：コンプ停止、油面のLED点灯
油面が警報レベル以下まで低下したことを示しています。油不足の原因調査後、オイルを追加しリセットする。

SM４基板のスイッチSW１がチェック側になっていないか。なって
いないなら、表２のチェックをおこなう。(＊表2は8-198に記載)

※コンプレッサヘッドの温度が20～100℃のときセンサの
抵抗値が100～３kΩ

※オイルレベルスイッチのチェック方法
コネクタでのテスタリード接触方法は上記
(d)項と同じ

吐出温度センサ不良
コネクタをはずし
センサの抵抗が
下記※の値を示す

YES

NO

基板不良

センサ不良（ショート） マイコンコントローラ出力OFF
低圧スイッチ動作
インターナルサーモの動作等

吐出温度が130℃を
越える原因の調査
（冷媒不足等）

リセットできる コンプ運転せず
即吐出温度のLED点滅する

SW1をチェックに切替え、
表３のとおり動作する

YES

NO NO

YES YES

NO

マイコンコントローラ出力OFF
低圧スイッチ動作、インターナルサーモの動作等

オイルレベルスイッチ、
油面制御用電磁弁等調査

リセットできる コンプ運転せず
即油面のLED点灯する

YES

NO NO

油不足の原因確認
基板不良SW1をチェックに切替

え、表4の通り動作する

YES

YES

NO

オイル量

接点間

白－黒
赤－黒

ON
OFF

OFF
OFF

OFF
ON

十分
有り

少し
減少 無し

＊表3は8-198に記載

＊表4は8-198に記載
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8.9 取扱上の注意

［表１］
作 業 手 順
１．漏電しゃ断器OFF後、基板端子板TB９～20に接続されている

端子をはずし、端子の絶縁処理をする。
２．倍速のコネクタ２P５を短絡し、SW１をチェックに切替える。
３．漏電しゃ断器をONにする。
４．チェック終了後SW１を制御中に切替える。

［表２］
作 業 手 順
１．表１の１と同じ。
２．SW１をチェックに切替える。
３．漏電しゃ断器をONにする。
４．チェック終了後SW１を制御中

に切替える。

［表３］
作 業 手 順
１．表１の１と同じ。
２．SW１をチェックに切替える。
３．漏電しゃ断器をONにする。
４．チェック終了後SW１を制御中

に切替える。

［表４］
作 業 手 順
１．漏電しゃ断器OFF後、端子板TB１～20に

接続されている端子をはずし、端子の絶縁
処理をする。

２．SW１をチェックに切替える。
３．漏電しゃ断器をONにする。
４．チェック終了後SW１を制御中に切替える。

赤のLED

全て点滅

リレーXE～XJの接点

２秒間間隔でON－OFF

コネクタ＊1

端子間
開放
短絡

点灯
消灯

点灯
点灯

OFF
ON

XI
OFF
OFF

XJ
ON
ON

高圧または電流
の当該NOのLED

吐出センサ＊4

のLED
リレーの接点

XE～XH＊2

コネクタ端子間
（２P１～２P４）

開放
短絡

消灯
点灯

点灯
点灯

ON
OFF

XI
OFF
OFF

XJ
ON
ON

吐出温度の当該
NOのLED

吐出センサ＊4

のLED
リレーの接点

XE～XH＊2

コネクタ端子の１と２間
（３P１～３P４）

開放
短絡

点灯
消灯

ON
OFF

給油中の当該
NOのLED

リレーの接点
XA～XD＊3

コネクタ端子の２と３間
（３P１～３P４）

開放
短絡

消灯
点灯

点灯
点灯

ON
OFF

XI
OFF
OFF

XJ
ON
ON

油面の当該
NOのLED

吐出センサ＊4

のLED
リレーの接点

XE～XH＊2

※１　高圧異常：６P１または８P１
電流異常：６P２または８P２

※２　No.１コンプ：XE
２　〃　：XF
３　〃　：XG
４　〃　：XH

※３　No.１コンプ：XA
２　〃　：XB
３　〃　：XC
４　〃　：XD

※４　スイッチSW１がチェックになっていることを示すために点灯しています。

（４）SM4基板の故障診断
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8.9 取扱上の注意

（５）マイコンコントローラの故障診断（入出力一覧表）

(a)

(b)

(c)
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8.9 取扱上の注意

（６）マイコンコントローラの故障診断（自己診断）
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（７）圧力センサの故障診断
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8.9 取扱上の注意

※不良コントローラを返品される場合は、出荷時の梱包状態にして返却してください。

8.9.17 コンプレッサ吐出ガス温度センサの交換方法
付　　属　　部　　品

１．センサ本体

（型式名　PTC－51H－S５－1）

センサを交換する前に、型式名を確認して

ください。

違う場合は右機種には使用できませんので、

正規のセンサと交換してください。

２．結束クランパー（ ）

黒色　２本

白色　１本

３．センサ固定用クリップ（ ）

４．交換手順書

適用機種

スクロール型冷凍機（屋外は塩害仕様も適用機種です）
１．シングルタイプ

OCU-S300F～S1000F,S400FU～S800FU
OCU-S301F～S701F,S302F～S1002F
OCU-S503F～S1003F,S400FS～S700FS
LCU-S30P～S100P,S31P～S101P,S53P～S103P

２．マルチタイプ
CVU-S330F～S350F
OCU-S1300CF～S2000DF,S1301CF～S2001DF
OCU-S1302CF～S2002DF
OCU-S2500MSF～S4000MSF,S2501MSF～S4001MSF
LCU-S130CP～S200DP,S131CP～S201DP
LCU-S132CP～S202DP
LCU-S250MSP～S360MSP,S251MSP～S361MSP

順　序

１

２

３

４

５

６

７

方　　　　　　　　　法

電装ボックス内に供給されている全ての電源を切る。

ユニット前パネルをあけ（ユニット上パネルもあけるとや
りやすくなります）、電装ボックスカバーをあける。

電装ボックス内のLIC基板（マルチタイプはCVS基板、
SM２基板、SM４基板）上のコネクタ２P２（マルチタ
イプは、２P１～６の交換センサが接続されているコネク
タ）を抜く。このとき、センサリード線固定用クランパー
を切断除去する。

コンプレッサヘッドのパイプから不良センサをクリップ
とともに引抜く。このとき、必要に応じてセンサ固定用
金具を緩めたり、固定用クランパーを切断除去する。

サービス用新センサをコンプレッサヘッドのパイプに挿入
固定する。このとき、センサリード線を付属のクランパー
（黒色）と、センサ固定金具等で下の通り固定すること。
下図にシングルタイプの例を示す。

センサリード線のコネクタをLIC基板（マルチタイプは
CVU基板、SM２基板、SM４基板）上のソケットに挿入
する。このとき、基板上の穴を利用し付属の結束クラン
パー（白色）によりリード線を固定する。

電装ボックスカバー、ユニット前パネル、上パネルを元の
通り取付ける。

特に注意していただくこと

金具、クランパーで固定する際に、リード線がビス等で傷
つかないよう注意すること。また、コンプレッサヘッドパ
イプ挿入時は以下の寸法通りに挿入してください。

コネクタは手で
傾けながら徐々
に引抜く。

コンプレッサ Ｌ寸法

６５

６５

４９

５６

4HP以下のコンプ

マルチのCVUタイプの5HPコンプ

上記以外の5HP以上のコンプ

5HP以上で製品コード
809 2＊＊　63のコンプ
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8.9 取扱上の注意

8.9.18 吐出温度センサ付きコンプレッサの交換方法
従来、スクロールコンプレッサの交換時に、吐出温度センサをコンプレッサヘッドに挿入し直して、コンプレッサ
交換をしていただきましたが、信頼性向上のため、サービス用のスクロールコンプレッサには、吐出温度センサ付
きで出荷させていただきます。

コンプレッサ交換方法
①交換するコンプレッサをユニットから外す。
②既存のセンサ線を切断する。
③センサ付きサービスコンプレッサをユニットに搭載する。
④付属の端子でサービスコンプレッサのセンサと接続する。（２個）
（下記参照：サービスコンプレッサにも添付済）

⑤ユニット付属の固定金具で、配線が
たるまない様に固定する。

8.9.19 Cシリーズスクロールコンプレッサの油面位置

《注意事項》
①サービスコンプレッサに付いている

センサは絶対に外さないでください

②センサは、必ず配線してください

ユニット基板�

サービス�

センサ線�

コンプ�

切断した線� エレメント�

カバー�

切断した線�

テーピング�
端子�

固定金具�

プライヤー、ペンチ等で�
エレメントを押し込む。�

線は被覆をむかずに�
奥まで差し込む。�

カバーをロックし、�
テーピングして絶縁処理する。�




